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ヴ ォー ン の 詩 の 教 訓 性
「規則 と教訓」を中心に
船 木 満 洲 夫
ヘ ンリー ・ヴォーンの詩は静謐だ とい うことが従来から言われてきた。たと
えばこのような指摘がある 「ハーノミー トの詩の支配的な空気が平穏である
とすれば,ヴ ォーンの詩のそれはまさしく静けさそのものだ。彼は信心深い英




早朝の邪魔のない観照の時間の成果である」 と。 この要を得た論述の通 り,静




「彼 らはみ んな光の世界に去ってしまった」等でよく知 られている。ところが
そ うした静けさの反面,ヴ ォーンには現世否認の感情とともに,世 間を敵視す
る性向が見られ る。そ うとなると,十七世紀宗教詩人に特徴的な教訓性は,彼




散文rオ リヴ山』(丁加Mountげ α伽 の1ま,祈薦や瞑想の手引きといっ
たものであるが,そ の本文の前に付 した読者への手紙に,ヴ ォーンはこう書い
ている 「規則正しい生活のためのa,的 心得(こ れに関してはすでに莫大
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な量の本が出ている)を この小冊子に はさむのが 必要だ とも私は考えなかっ
た。祈疇の代 りに,道徳論のようなもので読者をわず らわせた くはなかったの
だ。その上,そ ういう心得はすでに,私 の宗教詩中にできる限 り簡略に述べて
o
ある」。 これを書いた とき,厂規則 と教訓」を念頭においていた らしい。 この




「規則と教訓」の形式が,ハ ーバー トの 「教会の玄関」(TheChurchporch)
0
に倣 っていることも指摘のある通 りだ。 厂教会の玄関」は全77連(1連6行)
の長い教訓詩で,厂規則 と教訓」(長 さはその三分の一足 らず)の 結構や韻律
がそれ と似ていることは否定できない。表現や内容の上でも,第11連の施 しに
　
関す る部分 のほかに,共 通す る個所 がい くつか見出 され るだろ う。 ハーバ ー ト
が 目を神 と聖 書に向け(r会 の玄関」2連),心 を神 に忠 実に し(同13連),天
国 の門を開いてお く(同64連)よ うVこ説 くのは,ヴ ォー ンの詩 に も通 じる主 な
例 である。 しか し同 じ くキ リス ト教詩 といって も,ハ ーバ ー トが 日常生活 に即
したxを 説 くのに対 して,ヴ ォー ンの詩行はそ うした ことに触れ る場合 も,
絶 えず高 い次元V'離れ る傾 きがあ る。ハーバ ー トが公的な祈 りを重 視す る(同
67連)の は,ヴ ォー ンの朝晩の祈 りの色合 い と対比 して,両 者の相違 をきわだ
って示す ものではなか ろ うか。 ハーバ ー トのほかの 詩 か らの流入(「規 則 と教
訓」8,9,20,21,24連)に 関 しては,L.C.Martinの`Commentary'や
A.Rudrumの`Notes'に明 らか であるが,こ れ らについて も本論 との関連 で




前述 の 『オ リヴ山』 とハーバ ー トの作品 との関係 も密接 である。 「教会の玄













かなめの役を果たすのが,「 目を覚まして祈る」 とい う一事だと解 してよい
のではないかと思 う。 この詩で 「目」 につづいて す ぐ 「魂」に言及す るのも
(1,22連),そうい う意味で何がしかのことを暗示するかもしれない。 目は
神の国 と神のわざに向けるべきであ り,そして魂は神の道にかなうのでなけれ
ばならない。神の国 と人間 との間には早朝 という交わ りの時刻があり,夜にな
れば一 日の行動を反省 して,両 方の問を見通 しよくせねぽならぬ。神の国と人
の世 とは背反するのであり,何よりもまず神に通 じ神にゆだねる生き方が肝要
だ。抑止 さるべきは罪であり,隔絶さるべきはこの世の心労や愚行である。 こ
うした方向への導き手が宗教であ り,そして朝晩の祈 りが大事だ とい うことに
なる。
ゆ
さて しかしヴォーンには,主題を守 り通 さないという例の癖がある。 厂規則
と教訓」全24連はいくつに区分 して考}る のがよいだろうか。彼の特色を考慮
すれば,初 め5連,終 り7連(2+4+1連),そ の中間部の三つに分けるこ
とができようか。夜明け前から始まって夜に至 る詩なのだが,第6連 以下は,
第18連になって真昼の過ぎたことが告げられるまで,時 間の推移 と無関係に展
開 し,そ のために著 しくつ り合いを損なう結果を招いている。 このことはあと
でもとり上げることになろう。ハーバートの 「教会の玄関」に形式を倣 ったと
い うものの,その詩が前置きとまとめの要約を冒頭 と末尾にきちんとおいてい
るの)'YL対して,「規則 と教訓」は前置きなしにと言お うか,明 け方がそのまま
導入となって始まり,そして日暮れから夜の結びに至 り,最後の要約は一応ハ
ーバー トの形式に倣っている。明け方 と日暮れから夜への時間帯にのめ りこむ
詩人なのである。そこには,現世 という昼間の虚偽の光に目をそむける姿勢が
のぞいていは しまいか。にもかかわ らず,現世の生活の教訓に多 くを割かねば
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な らぬ ところに,こ の教訓詩 の詩 として の問題 が見 出され よ う。
「まず 目が開いた ら,魂 も同 じよ うに/開 くに まかせ よ」(Whenfirstthy
Eiesunveil,givethySoulleave/Todothelike)と詩人は歌 い出す。 前





心が真摯 に神 に向か う姿態 の比喩 として,太 陽に向か う花 に照応 を見 出す のが
ヴォー ン的 であ る(「彼 か ら去 った アモ レッ ト),r」,「朝番」等を想起 させ る)。
まず最初 に心 を神 に向ける ことに よって,神 との交 わ りが一 日中つづ き,そ し
て 「神の中に眠 る」(inhimsleep),そうい う生活を読者 に求 めるのである。
　
ヴォーンの最 も代表的な詩 「朝番」 と 「夜」 がともに,そ の最後に神の中に
住むのを願っていることを指摘 しておきたい。彼の志向の眼 目と言 うべきであ
　
ろ う。彼 の特質 を最 もよく表わす詩に数Z..られ る 「鶏鳴」 で,「 あなた の外で
眠る ことは/死 ぬ ことである」(Tosleepwithoutthee,istodie)と神に話
しかけているの も思 い出され る。 この よ うに冒頭に心 の方 向づ けが,ヴ ォー ン
の本質 の内奥 にお いて なされてい るのに気づ く。第2連 になる と,そ の最後 の
`sleep'の語を 引 きついで
,太 陽 が昇 るまで眠 ってはな らぬ と 詩人は逆 方 向に
転換す る。 「祈 りが/夜 明け とともに始 まるべ きだ し,天 国 と人間 との問Vこは
/決 まった荘厳 な時刻があ る」(Prayershoo'd/Dawnwiththeday;There
areset,awfulhours/'Twixtheaven,andus)との考}か らである。 神 に
向か うのは,祈 って神 の国を求 める ことを意味す る。太陽が出てマナ(Manna)
が溶 けてか らでは遅い(「出エ ジプ ト記」16章19-21節)。
一122一




この世 の門が閉じるとき天国の門は開 くのだか ら。
神に対す る畏怖 と服従の道は現世の罪の道 と相容れない。朝の目覚めに睡眠を
戒めるのは,睡 眠が真の光とは 反対の罪 と死の現世に 属するか らであろ う。
『オリヴ山』の最初の 「朝の祈 りのための戒め」(AdmonitionsforMorning-
Prayerに,これと符合する文章がある 「夜は それ故(ク リsソス トモ






的 な思い をすべ て締 め出 して,何 よ りも神を まず 中に通す ようにせ よ」。 この
よ うに内容 が一致 し,「 戒め」 のそのあ との個所 では,眠 りが罪 であ り死の領
域に属す るととも ほのめかされ る。 「規則 と教訓」 の 冒頭 で,夜 明げ前の時
刻,祈 り,神 との交わ りを第一に強調す るとき,い かに ヴ ォーンの中心的思想
が具現 され ているかが以上 か ら理解 され よ う。 またそ こに 『オ リヴ山』 と共通
の聖書 の文句 があず かって いる点 も見逃せない。 この詩 が最初 か ら,詩 人の特
に好む聖書 の言葉 によって強化 されてい るとい うこ とである。
神 との交 わ りにつ いで ヴォーンが説 くのが 自然 の被造物 との交わ りである。
「あなた の仲間 とともに歩 け」(Walkwiththyfellow-creatures)で始 まる







泉 も木の葉 もない。 どのかん木も
かしの木 もわれあ りを知る。
この ところは 「堕落」 の 「どのかん木 もいほ りも/ど のか しの木 も道路 も天使
を知 っていた」(EachBush,andCe1,/EachOke,andhigh.wayknew
them)さ らには 「宗教」 の最初 の二連 を想起 させ(こ れ らの個所 にハ
　一バ ー トの 厂衰退」Decayのエ コーが指摘 され てい る),そ れ らを考}合 わせ
る と,自然 の被造物 における天使 との交わ りを含意 してい ると考え られ る。「規
則 と教訓」が表面上 はハーパ ー トの 「教会 の玄 関」を模倣 していて も,ヴ ォー ン
の声がは っき り聞 こ}る 例 として,16連 の2行(11.95-96)ともに,こ の詩
　 　 　 　 　
行を挙 げてい る学者 もあ る。 ここの 「われ あ り」(「出エ ジプ ト記」3章14節 に
If:
典 拠 あ り)は,自 分 自身に対 して完全 に現在的 な,従 って歓び の存在を表 わす
であろ う。そ うい う自然 の被造物 の声 に聞 き入 り,歓 び の賛歌を歌 う方向を詩
人は指示 す るのであ る。 このあ と 「おお,思 い煩 いや 愚か さを捨 て よ」(0
1eavethyCares,andfollies!)とっづ けるが,こ れ も自然か ら学ぶべ きこと
にちがい ない。現世 とは反対 の方 向であ る。第4連 では,ヤ コブがあ る人 と夜
明けまで組み打 ち して勝 ち,そ の人か ら祝福 された とい う 「創世紀」(32章24
ゆ一30」)に 関連 の詩 行(11.19-22)に,「すべてを神にゆだね よ」(resigne/
Thewholeuntohim)との言葉 をは さんでいる。 『オ リヴ山』 の 「朝 の祈 り
のた めの戒め」 の中 に,「 このために私 の体 も心 も,そ の両方 にお与}下 さっ
たすべて の能力 も,こ こに全能 のあなた の手の中にゆだね ます。それ らが あな
た のおきて の わ ざをな し,私 の 目をあ らゆ る一 時的 な事物 か ら永遠 なるもの
へ,こ の世 の思 い煩 いや思 い上が りか ら空 の鳥や野 の百合へ 向け るようにお導
⑳
き下さい」 との神への祈 りが記 してある。一時的な現世の事物から永遠の自然










それか ら旅をつづけて,天 に目を注ぐようにせ よ。
　
ヤコブが石に油を注いだのは,「創世記」(28章18節)ではやは り早朝のこと
だ。神 との接触に感謝 し,契 りを誓 うことを意味するであろ うか。旅は現世の
旅であろ う。ヤコブがそのあと旅をっづけたことの反響が感 じられ る。 「罪の
ために涙を流す」のと 「天に目を注 ぐ」のとが,つ け足 しのようで実はそ うで




筆者は先ほどからキルケゴールを連想 しているのである。 『オ リヴ山』か ら
引用の 「空の鳥」 「野の百合」は,「 マタイ伝」(6章24-34節)に出典があ
る 「何を食べ,何 を飲もうかと生命のことを思い煩い,何を着 ようかと体
のことを思い煩 うな。生命は食物にまさ り,体は着物にまさるではないか。空
の鳥を見 よ,播かず,刈 らず,倉 に収めることもしない……野の百合はいかに
して育つかを思},働 きもせず,紡 ぎもしない……」。 ヴォーンは 「人間」 と
題する詩で,不 安定な人間と対照的な安定性の例 として鳥 と百合をもちこん
で,『 オ リヴ山』同様にそれ らを人間の思い煩いの生活と対置 している。キル
ケゴールはどうかと言えば,「百合 と鳥 とは歓びの教師である。 しかも百合 と
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鳥 とが実際にまた思い煩いを もっていることは,自 然全体が思い煩いをもって
ゆ
いるのと同様である」 と論 じ,「汝のすべての思い煩いを百合や鳥のなす よう`
に,すべて絶対的に神にむかって投げよ」 と説 く。このように思い煩いを認め
た上で,それを神に向かって投げ よ,百合や鳥のように神に対する無条件の沈
黙 と服従の うちに投げよと言 う。キルケゴールのこうした実存的な緊迫性がヴ
ォーンには見られない。人の世の思い煩いは隔絶 して,神 と神の通 う自然の被
造物に目を向けることの方にアクセ ントがおかれている。




りの表現は 憎日と人の一生 と人類の歴史 とが重な り合っている 「少年時






食物」に関 しては,同 じく(2章17節)「勝利を得る者には,隠 されたマナを
与えよう。また受ける者のほかはだれも知 らない新 しい名が書いてある白い石
の
を与}/L.よう⊥ が典拠 にな っている。 「星」 は同 じく(2章28節)「 明けの明星」
を指すのではあ るまいか。 この星,石,マ ナは,御 霊 の言葉 を聞いて勝利を得
る者に与 え らるべ きもの として,永 遠 の生命,光,真 理 を表わす のであろ う。
これ らの祝福 が朝 には随伴す る とヴォー ンは考え るのであ り,こ こに は聖書 の




世間敵視の姿勢 と関係があろうか。 『オリヴ山』ではこう述ぺている 「家
から出かけようとするときは,世 間の中に入って敵 と交わるのだ とい うことを
ゆ
忘 れない よ うにせ よ。世間 は荒れ野以外 の何で あろ う」 と。 ヴォー ンの敵視 は
意外 と激 しいのである。「規則 と教訓」で,「腹を立て ない よ うにせ よ」(Keep
thouthytemper,6連),「自分 の地歩を守れ」(Keepthouthyground・8
連),「 自分 の確 か な歩調 を固守せ よ」(stickthou/Tothysuretrot,9連)
と強調す るの も,世 間を危険視す る表 われ にほかな らない。神を求め神に従 お
うとす る激 しさの逆 の面 である。 ヴォー ンは言 う 「それ らの苦労はあなた
の外部 に とどめて,心 は/神 だけ のもの とせ よ」(keepthosecareswithout
thee,lettheheart/BeGodsalone,6連)と。前述 の 「すべ ての思い煩い
を神 に投 げ よ」 とのキルケ ゴール の立場では,思 い煩 いは この世 の生活に密着
した もので,そ れを神に向かって投げ るとは,そ れ か ら脱す るた めの内面 の極
度 の集 中を意味す る。 これ に比 して ヴォー ンは,外 の思い煩 い と内の神 とを分
離 し,思 い煩いをいわぽ隔離 して,内 面 の聖域 を純 粋に保持 しよ うとす る。現
世 に対 して神を囲 うのであ る。現世 と神 との背反 におけ るヴォー ンの場合を見
ることがで きよ う。現実生活での真実,正 直,施 し,言 葉づかい等 に も言及す
るが,神 と宗教に従 うよ う求め る線 は一貫 して いて も,全 体に道徳的 な陳腐 さ
が否 定すべ くもない。施 しの報 いにつ いて,「 水 は くね って流れ よ うとも/わ









む しろ それから離れて 信仰を 強める観点から,「神の わざを 見つめよ」
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(ObserveGodillhisworks)と言 って,自 然 と自然現 象に読者 の 目を 向け
よ うとす る とき(15,16連),ヴォー ンの詩行は活気を帯 びて くる。 大 自然 の
一つ一つ の事物,そ れを指 し示 す語 の連発が小気味がいい。瞬 時の動 きにも一・
日や 四季 の変化に も,自 然 の姿は神 のわ ざ と方法をあ りあ りと映 して いるので
あ り,詩 人 の指示 は昼 と夜,光 と闇に至 る。 その まとめの カプ レッ トとして
ThoucanstnotmissehisPraise;Eachtree,herb,プZo洳76
Areshadowsofhis測 ガ5640叨8,andhisPow'r.
あなたは神の賛美を見落 としはできぬ。どの木 も草 も花も
神の知恵 とその力の投影なのだか ら。





めの朝の部分 と終 りの夜の部分(20連以下)で は詩人の時間の意識が明確なの
に対 して,真 昼までの中間部はそ うではなく,しかも真昼が過 ぎたことを知 ら
されても(18連),つづ く2連は夜への前準備の意味 しかもたない。 こうして
全体に時間的な不つ り合いをもた らしている。朝 と夜のこの詩人は,明 け方 と
同様に時間の衰微する日暮れに格別の関心を示す。そこに人間の一生の推移を
⑳





暗 く憂 うつな大地の下に隠そ うとする。
ヴォーソの詩の教訓性
この 日暮 れ の ヴォー ンー流 の描写 につづ く教訓的観念は 「すべてがあなた
の終 りの序曲にす ぎない。 あなた は/上 昇,絶 頂,下 降が短期 に終わ る人間な
のだ」(AllbutpreludesthyEnd.Thouarttheman/WhoseRise,hight,
andDescentisbutaspan)。この よ うに太陽 の一 日の推移に,時 間的存在 で
あ る人間 の一 日と一生がオーバ ーラ ップ し,詩 は俄然終曲へ と傾 くのであ るb
目暮 れの光線 が,人 間 の 生活 と生涯 の 含畜に引 きこまれて,次 の19連では,
「あなた の輝 きを/す べて家 に もち帰れ。 明か りを整えて,油 を買い/そ れ か
ら出かけ よ。 このよ うに用意 のできている者 は,没 落が/そ の輝 く栄 光を助長
し,死 を うち くじくのだ」(Havea11/ThyBeamshomewiththee:trim
thyLamp,buyOyl,/Andthensetforth;≪hoisthusdress,TheFall./
Furthershisglory,andgivesdeaththefoyl)と言 う。 神 的な光輝 に よっ
て夜 と死 が超克 され るとい う考 えである。 「明か りを整}て,油 を買え」 の句
は,「 マ タイ伝」(25章1-13節)のio人 の 処女 の寓話 の アル ージ ョンであ
ゆ
る。そこでは花婿を迎}る 話は天国のた とえになっていて,そ うした用意は主
を迎えることに関連する。用意をして眠った5人 の賢い処女たちは,夜 中に来
た花婿 との婚宴に至るのである。この連が眠 りと天国への準備を含むことが明
らかであろ う。聖書では寓話の終 りに,「 だか ら目を覚 ましておれ。人の子の
　
来 るその 日その時があなた方にはわか らないのだから」 と説かれている(前章
にも同様 の言葉あ り)。そ うとなると,こ この詩行には主を迎える用意 と併せ
て,詩 の中心テーマの`Watch'が背後で関 っている。 寓話の眠 りのことは表
面に出していない。 このように,一 日が日没で終わるに際して聖書による補強
を得ている。夜を前にして人間の時間的考察が深められ,そ れが死へ傾斜する








視点が一 口の経過か ら人間の生活 と生涯 に移行 し,こ こに神 の栄光の介在 がほ
のめか され ているのが 読め は しないだろ うか。 太陽 の 光線が 人間 の光輝 へ転,
じ,そ して人間 の栄光が神の栄光へ と通 うのである(上 に引用 の`hisbeams'
`ThyBeams'`hisglory'`910rious'Vr注意)。以上 の両連 でほ人間(`theman'
`Ma:n')が主題 にのぼ ってい る。 日没 と人間の没落 が鮮や かに結合 してい るで
をまなし・カ㌔
い よい よ夜 である。 ハーバ ー トの 「教会の玄 関」 と比較す るために,「 規則








































































ハ ーバ ー トか らヴォー ンへ の流入が,「 規則 と教訓」 で最 も著 しい と思われ る
のが最 後の部分 である。 ここに引用 の 「教会 の玄関」 の末尾か ら,`Summe
upatnight,whatthouhastdonebyday'`thyaccounts'`lnbrief'`lifes
poorespan'が流れ こんでいるのが感知 され よ うし,そ の最後 のカプ レットが
「規則 と教訓」20連のカプ レットに少 しは反響 してい るかも しれ ない。 しか し
両者を よ く比 べてみれ ば,影 響がか な り表面的 なのが理解 され るだろ う。ハー
バ ー トは実 際的な倫理的心得を普遍的な観点 か ら述べ ている。語句 も リズム も
抑制 され,形 式 が整然 としている。 これ に比 して ヴォー ンの詩行は,神 との関
係を軸に しなが ら現 実のテーマか ら踏 み出 した暗示的 な表現が 目だつ。語句 と
リズムの魔 力を引 きずって神秘的 な領域 に向か う傾 向がある。実際的 な教訓 と
は言}な い。社会性 よ りも個人性が強い。 こ うした ことは ヴォー ンの詩 全体に
当て はま る特 色であろ う。影響関係については さらに,20連のイタ リックの行
が ハーバ ー トの 「日曜 日」(Sundayからの,そ して21連は全体にハ ーバ ー ト
　
の 「教会の墓碑」(Church-monuments)からのエコーが認められる。これ らの
エコーも検討 してみると,前者は`Sun'を神的に うち出した ヴォーン流の表現
と化 し,後者はテーマは同じでも死者との交わ りに独 自の死生観を表明してい
る。太陽から墓へと途方 もない話題転換のようだけれ ども,ヴ ォーンにおいて
は,夜 の時間での天国の主および死者の霊 との交通であ り,むしろ手慣れた運
びを感 じさせさえする。20,21の両連 とも,善(人)と 悪(人)に 言及 して結
ばれながら,その観念に便宜的な重みしか伴わないのは,両者 との交わ りの方
に重点があるためで,こ こにもヴォーンの教訓性の特殊 さがのぞいている。詩
は夜の眠 りと死の色合いを濃 くして,つ づ く二つの連(上 には引用はない)ヘ
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と移行 す る。寝床 ではカーテ ンは閉めずに,目 と魂 を神 の光 の方に向け る。深
夜 に情欲 の火 は燃や さず に純潔を保つ。 こ うした教訓 が,眠 りと死の夜 に神 の
存在を織 りこみ なが ら説かれ る。暗い夜 とい うの に,何 と光 のイ メー ジに満 ち
てい ることか。 これ が ヴォー ンの常套 なのであ る。 その強い利か しの文句 が,
「神が宿 るしばは燃 え ることがない」(ThatBushwhereGodis,shallnot
burn)であ り,こ れ が 「出エ ジプ ト記」(3章2節)に 拠 る ことは指摘 のあ る
⑪
通 りだ。詩人 は情欲を暗示 しているのだが,夜 における神 の存在を印象づけ る
のに聖書的連関 に依存す るのは,ヴ ォー ンが重視す るも う一方 の時刻,目 覚 め
の朝 と同様 の ことだ けに注 目されて よいだろ う。
最後 の連 は この詩全体 のま とめ の形式 を とっている。最初 の1行 は 「マタイ
伝」(7章12節),2行 目の前半 は 厂ルカ伝」(10章27節),後半は 「マタイ伝」
(26章41節)と 「ル カ伝」(21章36節)の句であ る。 ハ ーバー トの 「神性」の
(Divinitie)に倣 ってい るのだが,そ こでは`LoveGod,andZoveyour
neighbour.Watchandpray,/Doα5ッθ測o祕4ろ640π8%π'o'となってい る。
そのあ と 「おお謎 の ような教 え よ,ま るで昼 の ように謎 のよ うな!」(Odark
instructions;ev'nasdarkasday!)とっづけて,解 き難い教えであ ることを
ハーバ ー トは強調す る。 ヴォー ンは この`dark'に誘われて同個所を引いた の
か もしれ ない。 ヴ ォー ンの詩行の順序 は,`Watch,andPray'),YY1...強勢 がかかっ
てい る。 これ こそ この詩の中心テーマである。 『オ リヴ山』 のタイ トル ・ペ ー
ジに,「ル カ伝」(21章36,37節)の引用 がある 「この起 こるべ きすべて の
ことか らのがれて,人 の子 の前に立ち得 る ように,常 に 目を覚 まして祈れ。/
⑬
イエスは昼 は宮 で教え,夜 は出て行 ってオ リヴとい う山に宿 りた も うた」。 こ
れ は 自らの散文を 『オ リヴ出』 と題す るゆ えんを説 明す るものだが,「 常 に 目
を覚 ま して祈れ」 とのイエス の教えに,ヴ ォーンが深 く共鳴 してい ることも疑
えないで あろ う。 「マ タイ伝」(26章41節)の 「誘惑に陥 らぬ よ うに,目 を覚
ゆ
ま して祈れ」 とともに,厂 規則 と教訓」 最終連 の`Watch,andPray'に通
う。 イエスが昼 に教えて夜 は祈 った ことを知 るヴ ォー ンは,昼 の教}よ りも夜
の祈 りの詩人 と言 うべ きか。最後 のま とめ に,聖 書 の第一義 的教 え(し か もハ
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一バ ー トも詩に使 った教え)を 導入 し,「 目を覚 ま して祈れ」 と掲 げた のは,
`Heav'nsway'の言及 と併 せて,こ の教訓詩 の特質を 明示す るであろ う。最終
連には また もや光 と夜が登場す る`ChainsofDarknes'は「ペ テ ロ後書」
⑮
(2章4節)に 典拠が ある。地獄 か天国か と迫 るわけであ るが,`dark'な教 え
が`dark'な夜 と重 な って`EternalNights'の句 に行 きついてい るではない
か。神秘的 な陰影 を残 しなが ら詩は終 わる。
ヴ ォー ンの詩 は構成 に締 まりがな く,段 落 や前後 の関係が はっき りしない と
i
評される。 こうした見方を本論でも確認す る結果 となった。 「規則と教訓」に
おいて ヴォーンらしさを発揮 しているのが,以 上の考察のように冒頭部 と結末
部にあるとすれば,こ こでも彼が朝 と夜の詩人であることが裏書きされた。こ
こでもと言 うのは,教訓詩でもとい う意味である。朝の詩はその賛歌 と祈 りで,
ヴォーンの詩集を輝 しく色 どり,厂朝番」のようなぬきんでた佳品が見られ る。
ところがこの 「朝番」 も,終 りの三分の一が夜の眠 りに関連 し,も う一方のす
ぐれた詩 厂夜」は,初 めか ら終 りまで光がただようのである。闇 と光が入 り交
じり,夜は明るく朝もほの暗いのが特色 と言える。暗闇からの光を待ち望む詩
人は,自然 の被造物に神の姿を見ようとする。その自然の把握は思考や認識に
よるのではなくて,驚 異の念と感受性に従った もので,自然を自然 として描 く
よりはむ しろ,それ と神 との関係に焦点を合わせる。現世を超えた神秘的な感
じが詩につきまとう。全 く異質のハーバー トに私淑 しながら,神 と被造の世界
　
との関係では,教 えられるところがほ とんどなかった と指摘 され るほど,この
面はヴォーン独自の本領である。 ところでハーバー トの教訓詩が一般読者向き
であるのに対 して,ヴ ォーンのはごく限 られた読者にしか用をなさない。気の
きいた教訓的名言はまず見当た らない。 ヴォーンはxを 受ける方向と受けた
xを指 し示す。それはもっぱ ら自然 と聖書に関る。 「規則 と教訓」で聖書的
連関が朝 と夜に集中して,昼間の部分には例外的にしか認め られないのは注目
すべきことだ。朝と夜はヴォーンの聖域 と言える。そしてそれが昼間の世間を




ヴォー ンは薄明の境にあ って,ひ たす ら神に安住 を願 い求 めた のだ った。・

























⑦ 他 人 か ら 借 用 す る こ と 自体 は,当 時 の 慣 習 だ か ら大 し て 問 題 に す る に あ た ら な い 。
















⑯L・C・M…in,op・CZt・ ・…73・ ・737・A・R・d・um,op .CZt.,PP.537,563.なお 下
記 の 説 明 も 参 考 に な る 。
J.F.S.Post,HenryVaughan:TheUnfoldingVision(PrincetonUniv.Press,
1982,p.103.




⑫ こ の 点 で は 下 記 が 示 唆 に 富 む 。
H.C.White,TheMetaphysicalPoets(CollierBooks
,1962),p.262.
⑬ ヴ ォ ー ンの 数 少 な い`perfectwhole'の詩 と し てJ .BennettCap.CZt.,p.83)は



















Pride・fthi・w・・1dt・th・加1・ ・ げ 彡乃副 ・・a・dth・Lilliesofthefield
.・
QA.Rudrum,op,cit.,p.560.
⑳ キ ル ケ ゴ ー ル 『野 の 百 合 ・空 の 鳥 』(久 山康 訳):『 キ ル ヶ ゴ ー ル 著 作 集 』(白 水 社)
第18巻,p.230.
㊧ 同 上,P.236.
⑳L・C・M・ ・ti…p・C21,,p・736.A.Rudrum,op.碗,P.561.こ れ を ヴ 。_ン は




























⑳ た と え ぽH.C.White,op.CZL.,p.287.
●J.Bennett,op,cit.,p.77.
一138一
